
阿見町第3次男女共同参画プラン　施策別入力シート(令和3年度進捗・実績・自己評価、令和4年度計画)

●現状（実績）・効果
◎町民活動課／男女共同参画セン
ター
・広報あみ、ＨＰ掲載2回
・センターだより発行3回
・パネル展開催　2回来場者計187
人)
・講演会　1回(定員30人限定+新規
に後日ユーチューブ動画配信1か月
間対応)

●課題
コロナ禍の中での事業推進策の工夫

取組方針
◎町民活動課／男女共同
参画センター
・広報媒体やパネル展等
での継続した啓発活動

●現状（実績）・効果
◎町民活動課／男女共同参画セン
ター
・広報あみ、ＨＰ掲載2回
・センターだより発行2回
・パネル展開催　2回（来場者計192
人)
・講演会　1回(後日ユーチューブ動
画限定配信配信　配信数：53件)

●課題
コロナ禍での事業推進の工夫

C

●取組方針
◎町民活動課／男女共同
参画センター
・動画配信やHP等による
啓発活動の拡大により、
町民に幅広く情報提供す
る。

C

●取組方針
○生涯学習課
・家庭教育学級（10小中
学校）
・子育てカフェ
・マナーキッズ体幹あそ
び教室
・家庭教育リーフレット
配付
  （4カ月児健康検診）
・3歳児リーフレット配付
　（町内幼稚園・保育
園・保育所）
・出生時｢家庭教育ﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄ｣配付
　（町民課と連携）
・家庭教育啓発ポスター
作成配付
・家庭教育講話

●現状（実績）・効果
○生涯学習課
・家庭教育学級は、親子音楽鑑賞
会、子育てに関する講話、生講演会
等を数校ではあったが実施できた
・新型コロナウイルス感染症の感染
拡大予防の観点から子育てカフェ，
マナーキッズ体幹あそび教室，家庭
教育講話を中止にした。
・家庭教育リーフレット配付（4カ
月児用 285部・3歳児用 567部）
（町内幼稚園・保育園・保育所・公
共施設）
・家庭教育パンフレット配付（出生
児用）（町民課と連携）
・あみ子ども大学「プログラミン
グ・天文教室・廃油からキャンドル
作り」（3講座：73人参加）

●課題
○生涯学習課
・コロナウイルス感染症対策の上、
できる範囲で事業実施を目指してい
く。

C

●取組方針
○生涯学習課
・家庭教育学級（10小中
学校）
・子育てカフェ
・マナーキッズ体幹あそ
び教室
・家庭教育リーフレット
配付（4カ月児・3歳児用
の2種類）（町内幼稚園・
保育園・保育所）
・家庭教育パンフレット
配付（出生児用）（町民
課と連携）
・家庭教育講話
・あみ子ども大学

C

●取組方針
○公民館
 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の状
況を確認しながら実施を
計画する。
・あみ子ども大学
・少年少女ﾁｬﾚﾝｼﾞ教室
　（中央・君原・かす
み・本郷・舟島）

●現状（実績）
◎公民館・コミュニティーセンター
　実施回数　７回

●課題
　公民館事業については、感染症予
防を図りながら事業の計画・実施を
進めたが8月～9月にかけて、また、
1月19日から2月21日まで臨時休館と
なってしまったことにより、一部事
業ができない状況となってしまっ
た。
　少年少女チャレンジ教室は吉原も
含めた全館で計画したものの、臨時
休館により君原公民館、舟島ふれあ
いセンターで後期の事業が中止と
なってしまい、吉原では前期、後期
とも中止となってしまった。

Ｄ

●計画
◎公民館・コミュニ
ティーセンター
・少年少女チャレンジ教
室
（中央・君原・かすみ・
本郷・舟島・吉原）

C

C1 1 1

家庭におけ
る男女の性
別役割分担
意識の是正

■家庭における性別役割分担
意識を見直すため、各種講演
会、講座の開催等、啓発活動
を推進します。また、男女平
等や性別に捉われない男女の
育て方等について、父親・母
親ともに学習する機会を提供
します。
・啓発用パンフレットの作成
・各種講演会・講座の開催
・家庭教育座談会の開催

３年度
推進
会議
評価

令和３年度計画
令和３年度進捗・実績

（現状と課題）

３年度
自己
評価

令和４年度計画 ヒアリングポイント

３年度
ヒアリ
ング
評価

令和２年度進捗・実績
（現状と課題）

２年度
最終
総合
評価

基
本
目
標

施
策
方
向

番
号

施策名 具体的内容

担当（主・従）
◎：主課
○なし：従課
●：協力団体

●現状（実績）・効果
○生涯学習課
・新型コロナウイルス感染症の感染
拡大予防の観点から家庭教育学級，
子育てカフェ，マナーキッズ体幹あ
そび教室を中止にした。
・家庭教育リーフレット配付 313部
・3歳児リーフレット配付　604部
　（町内幼稚園・保育園・保育所・
公共施設）
・家庭教育啓発ﾎﾟｽﾀｰ作成配付　32
部
・家庭教育講話　1校・100人
　（就学時健康診断）

〇公民館
・あみ子ども大学：新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感
染症対策のため中止。
・少年少女ﾁｬﾚﾝｼﾞ教室
　（中央・君原・かすみ・本郷・舟
島）：新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策のた
め中止。

●課題
○生涯学習課
・子育て世代に向けた事業，資料等
を社会情勢に合わせつつ，実施でき
るものを精査する必要がある。

◎町民活動
課
生涯学習課
指導室

C

※自己評価の目安
　 Ａ…目標をはるかに上回る達成度合い(125%以上）　Ｂ…目標を上回る達成度合い（110％以上125％未満）　Ｃ…目標どおりの達成度合い（90％以上110％未満）　Ｄ…目標を下回る達成度合い（75％以上90％未満）　Ｅ…目標をはるかに下回る達成度合い（75％未満）・未
着手
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３年度
推進
会議
評価

令和３年度計画
令和３年度進捗・実績

（現状と課題）

３年度
自己
評価

令和４年度計画 ヒアリングポイント

３年度
ヒアリ
ング
評価

令和２年度進捗・実績
（現状と課題）

２年度
最終
総合
評価

基
本
目
標

施
策
方
向

番
号

施策名 具体的内容

担当（主・従）
◎：主課
○なし：従課
●：協力団体

1 1 2

男女共同参
画に関する
家庭教育事
業の充実

■家庭教育学級に、男女共同
参画に関する学習を積極的に
展開します。それとともに子
どもたちが能動的に男女共同
参画意識を形成できるよう、
ワークショップ手法を取り入
れた学習を実施します。

◎生涯学習
課
●PTA
●各種団体

●現状（実績）・効果
○生涯学習課
・新型コロナウイルス感染症の感染
拡大予防の観点から家庭教育学級，
子育てカフェ，マナーキッズ体幹あ
そび教室を中止にした。
・家庭教育リーフレット配付 313部
・3歳児リーフレット配付　604部
　（町内幼稚園・保育園・保育所・
公共施設）
・家庭教育啓発ﾎﾟｽﾀｰ作成配付　32
部
・家庭教育講話　1校・100人
　（就学時健康診断）

●課題
・子育て世代に向けた事業，資料等
を社会情勢に合わせつつ，実施でき
るものを精査する必要がある。

C

●取組方針
○生涯学習課
・家庭教育学級（10小中
学校）
・子育てカフェ
・マナーキッズ体幹あそ
び教室
・家庭教育リーフレット
配付
  （4カ月児健康検診）
・3歳児リーフレット配付
　（町内幼稚園・保育
園・保育所）
・出生時｢家庭教育ﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄ｣配付
　（町民課と連携）
・家庭教育啓発ポスター
作成配付
・家庭教育講話

●現状（実績）・効果
○生涯学習課
・家庭教育学級は、親子音楽鑑賞
会、子育てに関する講話、生講演会
等を数校ではあったが実施できた
・新型コロナウイルス感染症の感染
拡大予防の観点から子育てカフェ，
マナーキッズ体幹あそび教室，家庭
教育講話を中止にした。
・家庭教育リーフレット配付（4カ
月児用 285部・3歳児用 567部）
（町内幼稚園・保育園・保育所・公
共施設）
・家庭教育パンフレット配付（出生
児用）（町民課と連携）

●課題
・コロナウイルス感染症対策の上、
できる範囲で事業実施を目指してい
く。

C

●取組方針
○生涯学習課
・家庭教育学級（10小中
学校）
・子育てカフェ
・マナーキッズ体幹あそ
び教室
・家庭教育リーフレット
配付（4カ月児・3歳児用
の2種類）（町内幼稚園・
保育園・保育所）
・家庭教育パンフレット
配付（出生児用）（町民
課と連携）
・家庭教育講話

C C

●現状（実績）・効果
◎生涯学習課
・スポーツ推進委員会 　  5回
・人材バンク登録　　　　94人

●課題
  町民に事業をとおして，指導者育
成に力を入れ，指導者育成の支援環
境を整備する。

Ｃ

●取組方針
◎生涯学習課
・スポーツ推進委員会
6回
・人材バンク活用　100件

C

●現状（実績）
◎公民館（ふれあい地区館）
・社会教育指導員定例会　12回実施
・地域づくりコーディネーター
　　社会教育指導員　　8名
　　各地域の運営委員　65名

●課題
令和3年度事業について、感染拡大
の影響を受け、各地区のふれあい地
区館事業が延期・中止となってし
まった。

Ｂ

●計画
◎公民館（ふれあい地区
館）
・社会教育指導員定例会
12回
・地域コーディネーター
の配置（指導員、地域委
員）

B

現状（実績）・効果
〇図書館
・ボランティア登録者数
　34人（うち女性　29人）

●課題
・事業をとおして、指導者やボラン
ティアの育成に努めるが，令和2年
度はコロナ禍の影響でボランティア
活動の活動中止があった。

●取組方針
〇図書館
・ボランティア登録
・ボランティア交流会の
開催

●現状（実績）・効果
〇図書館
・ボランティア登録者数
　34人（うち女性　29人）

●課題
・事業をとおして、指導者やボラン
ティアの育成に努めるているが，令
和3年度も新型コロナ感染拡大の影
響でボランティア活動の活動中止が
あった。

D

●取組方針
〇図書館
・ボランティア登録の推
進
・ボランティア交流会を
開催する

C

B1 1 3
指導者の育
成(1/2)

■生涯学習を通じて男女の社
会参画を促進するため、将来
の指導者やボランティアを育
成し、活動リーダーの養成を
目的とした事業を実施しま
す。
・点字、朗読、保育、子育て
ボランティア等の指導者養成
・読み聞かせボランティア図
書館ボランティアの育成
・社会教育指導員の育成
・達人バンク制度の利活用

●現状（実績）・効果
◎生涯学習課
・社会教育指導員定例会　10回
・スポーツ推進委員会 　  6回
・人材バンク登録　　　 103人
・地域づくりコーディネータ 30人
 （ふれあい地区館）

●課題
  町民に事業をとおして，指導者育
成に力を入れ，指導者育成の支援環
境を整備する。

◎生涯学習
課
図書館
●社会福祉
協議会
●各種団体

●取組方針
◎生涯学習課
・社会教育指導員定例会
12回
・スポーツ推進委員会
6回
・人材バンク登録
・地域づくりコーディ
ネータ（ふれあい地区
館）

C
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阿見町第3次男女共同参画プラン　施策別入力シート(令和3年度進捗・実績・自己評価、令和4年度計画)

３年度
推進
会議
評価

令和３年度計画
令和３年度進捗・実績

（現状と課題）

３年度
自己
評価

令和４年度計画 ヒアリングポイント

３年度
ヒアリ
ング
評価

令和２年度進捗・実績
（現状と課題）

２年度
最終
総合
評価

基
本
目
標

施
策
方
向

番
号

施策名 具体的内容

担当（主・従）
◎：主課
○なし：従課
●：協力団体

B

■生涯学習を通じて男女の社
会参画を促進するため、将来
の指導者やボランティアを育
成し、活動リーダーの養成を
目的とした事業を実施しま
す。
・点字、朗読、保育、子育て
ボランティア等の指導者養成
・読み聞かせボランティア図
書館ボランティアの育成
・社会教育指導員の育成
・達人バンク制度の利活用

指導者の育
成(2/2)

311 B

●現状（実績）・効果
●社会福祉協議会
計画していた講座は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止のために一部中
止となった。

・親子ボランティアスクール：令和
3年6月12日「盲導犬のお仕事から視
覚について考えてみよう」東日本盲
導犬協会（職員2名・犬2頭）　参加
者小学生20名　保護者20名
　
・ボランティア講座：令和3年11月
27日「はじめてのLINE・ZOOM講座～
コロナ禍のボランティア活動を考え
よう」NPO法人いばらきIT普及協議
会　講師1名　参加者24名

・小学生サマースクール：【中止】
令和3年8月26日　認知症サポーター
養成講座+認知症VR体験（茨城県作
業療法士会）

・中学生いきいき介護教室（全3
回）
①令和3年7月27日　高齢者への理解
（県立医療大学教員）
②令和3年8月3日　ボランティア講
座
③【中止→映像資料配信】人の役に
立つ仕事と生き方　（茨城キリスト
教大学兼任講師　池田幸也氏）講義
をZOOMにて録画と『ふくしのお仕事
ハンドブック』（県社協発行）の配
付　※自宅での視聴が難しい生徒へ
の対応→吉原交流ｾﾝﾀｰでの上映日を
設定

・ボランティア交流会：【中止→代
替】
基調講演「コロナ禍のボランティア
活動について」とパネルディスカッ
ション
※代替：町内サークルの活動報告・
事例集の作成（コロナ禍のボラン
ティア活動状況について取りまとめ
を行うことで、活動の現況や各団体
が抱えている問題を共有し、町のボ
ランティア間のつながりを強める）

●課題
新しい生活様式下におけるボラン
ティア活動の在り方について、以下
の検討を行う。
・講座、イベント、集まりの場の開
催方法、取り扱うテーマについて。
・ボランティア活動を行う上での、
コロナ禍における活動の手法、参加
のしかた・新たなボランティアの
ニーズについて。

B

●取組方針
●社会福祉協議会
令和3年度は感染拡大によ
り中止せざるを得ない事
業があったものの、代替
対応を可能な限り実施し
た。令和4年度も感染状況
に応じて、コロナ禍にお
いても実施可能な開催方
法や必要とされている内
容を探りながら、開催の
機会を最大限維持してい
く。

◎生涯学習
課
図書館
●社会福祉
協議会
●各種団体

●現状（実績）・効果
●社会福祉協議会
計画していた講座については、すべ
て新型コロナウイルス感染拡大防止
のために中止となった。
・ボランティア講座
・小学生サマースクール
・親子ボランティアスクール
・中学生いきいき介護教室

●課題
新しい生活様式下におけるボラン
ティア活動の在り方について、以下
の検討を行う。
・講座、イベント、集まりの場の開
催方法、取り扱うテーマについて。
・ボランティア活動を行う上での、
コロナ禍における活動の手法、参加
のしかた・新たなボランティアの
ニーズについて。

●取組方針
●社会福祉協議会
・ボランティア講座
・小学生サマースクール
・親子ボランティアス
クール
・中学生いきいき介護教
室

C
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３年度
推進
会議
評価

令和３年度計画
令和３年度進捗・実績

（現状と課題）

３年度
自己
評価

令和４年度計画 ヒアリングポイント

３年度
ヒアリ
ング
評価

令和２年度進捗・実績
（現状と課題）

２年度
最終
総合
評価

基
本
目
標

施
策
方
向

番
号

施策名 具体的内容

担当（主・従）
◎：主課
○なし：従課
●：協力団体

1 1 4
性・世代を
こえた交流
の促進

■女性と男性、高齢者と若者
が交流し、お互いのパート
ナーシップを深められるよう
な機会を提供していきます。
・ふれあい地区館三世代交流
の機会をさらに充実させま
す。
・スポーツ交流会の開催

◎生涯学習
課→中央公
民館
●ふれあい
地区館

●現状（実績）・効果
◎生涯学習課
・ふれあい地区館（３世代交流会）
　新型コロナウイルス感染症の感染
拡大予防の観点から中止した。

●課題
　情勢を見ながら安全安心に事業が
運営できるような準備をし，たくさ
んのご高齢者や子ども達にご参加い
ただけるよう取り組み，性・世代を
こえた交流の促進を図る。

D

●取組方針
◎生涯学習課
・ふれあい地区館
　３世代交流会
　高齢者部会で運営　対
象：小1～小3
　駒回し・竹トンボ・ベ
イゴマ・羽根
　つきおはじき・お手
玉・あやとり・
　紙飛行機　作り等

●現状（実績）
◎中央公民館
・ふれあい地区館（３世代交流会）
　感染拡大予防の観点から中止。

●課題
　感染状況を注視しながら地域との
話合いの中ですすめる必要がある。

Ｅ

●計画
◎中央公民館
・ふれあい地区館（３世
代交流会）

D D

1 2 5
子どもの人
権について
の啓発

■子ども一人ひとりの人権が
尊重され、自由と自立が促進
されなければならないとい
う、子どもの人権についての
啓発を推進します。
・「児童虐待の防止等に関す
る法律」の周知徹底
・「阿見町児童虐待，障害者
虐待及び高齢者虐待並びに配
偶者等からの暴力等の防止に
関する条例」の周知徹底

◎指導室
●民生委
員・児童委
員
●PTA

●現状（実績）・効果
◎指導室
・町内全小中学校（人権計画の年間
指導計画を基に，学校教育全体を通
して，男女平等教育を実施した。特
に今年度は，新型コロナウイルス感
染症の感染者やその家族等に関する
差別・偏見を防ぐために道徳や特別
活動，保健体育の時間等を活用し教
育活動を展開した。

●課題　さらなる周知徹底

C

●取組方針
◎指導室
・町内全小中学校（１０
校）において，人権教育
全体計画，年間指導計画
の見直しを行う。
・全教職員・全家庭に対
し，児童虐待についての
文書を配布する。
・人権教育市町村教育委
員会訪問がある。

●現状（実績）・効果
◎指導室
・町内全小中学校（１０校）におい
て，人権教育全体計画，年間指導計
画の見直しを行った。
・全教職員・全家庭に対し，児童虐
待についての文書を配布した。

●課題　継続的な周知

C

●取組方針
◎指導室
・町内全小中学校（１０
校）において，人権教育
全体計画，年間指導計画
の見直しを行う。
・全教職員・全家庭に対
し，児童虐待についての
文書を配布する。
・人権教育市町村教育委
員会訪問がある。

C C

●現状（実績）・効果
◎指導室
・人権計画の年間指導計画を基に，
学校教育全体を通して，男女平等教
育を実施した。

●課題
・今日的な課題を盛り込めるよう，
指導内容の検討の継続

●取組方針
◎指導室
・人権教育の年間指導計
画を基に，学校全体を通
して，一人ひとりを大切
にした教育を推進する。
・今日的な課題を盛り込
めるよう，計画書の見直
しをする。

●取組方針
◎指導室
・人権教育の年間指導計画を基に，
学校全体を通して，男女平等教育を
実施した。

●課題
・今日的な課題を盛り込めるよう，
計画書の見直し

C

●取組方針
◎指導室
・人権教育の年間指導計
画を基に，学校全体を通
して，一人ひとりを大切
にした教育を推進する。
・今日的な課題を盛り込
めるよう，計画書の見直
しをする。

C

●現状（実績）・効果
〇町民活動課／男女共同参画セン
ター
・令和元年度実施した小中学生意識
調査結果報告書の概要を男女セン
ターだより臨時号を発行して広く町
民に報告した。

●取組方針
〇町民活動課／男女共同
参画センター
・3年毎に実施する小中学
生への意識調査の準備

●現状（実績）・効果
〇町民活動課／男女共同参画セン
ター
・町民団体と協働し、令和4年度実
施予定の小中学生意識調査（対象：
町立小学校5年生、中学校2年生）の
準備を行った。

C

●取組方針
〇町民活動課／男女共同
参画センター
・町民団体と協働し、小
中学生意識調査を実施
し、結果を集計・分析す
る。

C

1 2 7
思春期保健
指導の実施

■保健師による思春期の保健
指導を推進します。
・本人及び家族を対象とした
思春期保健指導の充実
■小中学校における人権尊
重、男女平等意識の高揚を図
り、心豊かな人格形成を目指
す教育を推進します。
・学校教育活動全体を通し
て、小中一貫した生命と性の
尊さについての教育の充実

◎指導室
●PTA

●現状（実績）・効果
◎指導室
・特に今年度は，新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大予防の観点から
外部講師による講演会は見合わせ
た。しかし，養護教諭中心に個別指
導を実施した。

●課題
・専門家の講演会等，可能な限り，
計画を立て実施したい。

C

●取組方針
◎指導室
・学校保健年間指導計画
による授業
・外部講師による性教育
講演会の実施（各中学
校）
・保健体育科の年間計画
に基づき，発達段階に応
じた指導を実施。
・養護教諭による個別指
導を実施。

●取組方針
◎指導室
・学校保健年間指導計画により保健
体育等で授業、養護教諭による個別
指導を実施。
・外部講師による性教育講演会の実
施（各中学校） C

●取組方針
◎指導室
・学校保健年間指導計画
による授業
・外部講師による性教育
講演会の実施（各中学
校）
・保健体育科の年間計画
に基づき，発達段階に応
じた指導を実施。
・養護教諭による個別指
導を実施。

C C

C

◎指導室
町民活動課
●PTA
●各種団体

C1 2 6

男女平等教
育指導資料
の活用（教
科・道徳・
特別活動・
人権教育等
において）

■男女共同参画社会の実現を
目指し、一人ひとりを大切に
した教育を推進します。
・国や県等の指導資料等を有
効活用した授業等の実施
・人権教育の年間指導計画及
び推進計画の作成
・学校だより・ＰＴＡ運営等
の広報誌による啓発
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阿見町第3次男女共同参画プラン　施策別入力シート(令和3年度進捗・実績・自己評価、令和4年度計画)

３年度
推進
会議
評価

令和３年度計画
令和３年度進捗・実績

（現状と課題）

３年度
自己
評価

令和４年度計画 ヒアリングポイント

３年度
ヒアリ
ング
評価

令和２年度進捗・実績
（現状と課題）

２年度
最終
総合
評価

基
本
目
標

施
策
方
向

番
号

施策名 具体的内容

担当（主・従）
◎：主課
○なし：従課
●：協力団体

●現状（実績）・効果
◎指導室
・新型コロナウイルス感染症拡大予
防のため，実践的・体験的活動は例
年のように実施することができな
かった。

●課題
◎指導室
・実施に向けた相互理解と実施内容
のさらなる充実

●取組方針
◎指導室
・年間指導計画に沿った
授業実践（保育実習関
連，約12時間）

●現状（実績）・効果
◎指導室
・新型コロナウイルス感染症拡大予
防のため，実践的・体験的活動は例
年のように実施することができな
かった。

●課題
◎指導室
・実施に向けた相互理解と実施内容
のさらなる充実

D

●取組方針
◎指導室
・年間指導計画に沿った
授業実践（保育実習関
連，約12時間）

C

●現状（実績）・効果
〇保育所
・今年度は、新型コロナウイルス感
染症拡大防止の為、予定していた中
学2年生による職場体験学習が中止
となる。
※その他の活動として、竹来中学校
1年生3名が「総合的な学習」の中
で、手作りマスクを販売した収益で
絵本3冊購入。その絵本を南平台保
育所へ寄付したいとの要望があり、
受け入れをする。

●取組方針
○保育所
・中学2年生による職場体
験事業の受け入れを実施
予定。

●現状（実績）・効果
〇保育所
・今年度は、新型コロナウイルス感
染症拡大防止の為、予定していた中
学2年生による職場体験学習が中止
となる。

E

●取組方針
○保育所
・中学2年生による職場体
験事業の受け入れを実施
予定。

C

1 2 9
教職員の研
修機会の充
実

■教師自身が男女共同参画社
会の実現について理解を深め
るとともに、教師自らの生き
方について見直す研修機会を
充実します。
・国、県の研修会への積極的
参加の促進
・校内研修会の実施

◎指導室
●PTA

●現状（実績）・効果
◎指導室
・学校訪問の際には，必ずコンプラ
イアンスについて指導した。人権教
育については，ＤＶＤ視聴教材の貸
し出しを案内した。

●課題
◎指導室
・校内研修のさらなる充実

C

●取組方針
◎指導室
・コンプライアンス，人
権教育の研修を推進

●現状（実績）・効果
◎指導室
・学校訪問の際には，必ずコンプラ
イアンスについて指導した。人権教
育については，ＤＶＤ視聴教材の貸
し出しを案内した。

●課題
◎指導室
・校内研修のさらなる充実

C

●取組方針
◎指導室
・コンプライアンス，人
権教育の研修を推進

C C

●現状（実績）・効果
◎指導室
・新型コロナウイルス感染症予防の
ため，今年度は職場体験学習を実施
しなかった。代替として役場職員に
オンラインで仕事等について質問す
る企画を立て，実施した。

●取組方針
◎指導室
・中学校2年生による職場
体験学習

●現状（実績）・効果
◎指導室
・新型コロナウイルス感染症予防の
ため，今年度は職場体験学習を実施
しなかった。代替としてオンライン
で仕事等についての調査活動等を実
施した。

C

●取組方針
◎指導室
・中学校2年生による職場
体験学習

B

●現状（実績）・効果
○商工観光課
・必要に応じ事業所との調整を図る
体制を整えている。

●課題
・継続した取組みが必要。

●取組方針
◎商工観光課
・町内企業と調整する体
制を維持する。

●現状（実績）・効果
○商工観光課
・必要に応じ事業所との調整を図る
体制を整えている。
●課題
・継続した取組みが必要。

C

●取組方針
◎商工観光課
・町内企業と調整する体
制を維持する。

C

C

B

■中学校家庭科の「家庭生
活」や「保育」等の実践的・
体験的学習を通して、母性・
父性に対する自覚を高めると
ともに、男女ともに母性保護
に関する理解と認識を育てる
よう努めます。

◎指導室
子ども家庭
課（保育
所）
●PTA

1 2 10

個性を生か
す進路指導
（男女共同
参画型キャ
リア教育の
推進）

■性別にこだわることなく、
自分の未来（進路や職業選
択）を考える力となる進路指
導を推進します。
・進路啓発事業の実施
・社会体験チャレンジ事業の
実施

D

◎指導室
商工観光課
●PTA

C

1 2 8

家庭科にお
ける家庭生
活・保育学
習
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３年度
推進
会議
評価

令和３年度計画
令和３年度進捗・実績

（現状と課題）

３年度
自己
評価

令和４年度計画 ヒアリングポイント

３年度
ヒアリ
ング
評価

令和２年度進捗・実績
（現状と課題）

２年度
最終
総合
評価

基
本
目
標

施
策
方
向

番
号

施策名 具体的内容

担当（主・従）
◎：主課
○なし：従課
●：協力団体

●現状（実績）
◎町民活動課
「世界の文化を知ろう：リトアニア
（YOU TUBEで配信）」
その他の事業はコロナにより中止
・今年度から、町民への協会PRとし
て協会会報を全行政区への回覧配布
を実施した。

●課題
国際交流協会役員の高齢化
事業のマンネリ化

●取組方針
「世界の文化を知ろ
う」、English Caféの他
に事業を開催する

●現状（実績）
・「世界の文化紹介：一人旅のすす
め（会場25人、リモート9人）」
（YOU TUBEで配信）
・町民へ協会PRとして協会会報を全
行政区へ回覧配布を実施
・茨城大学と連携し、多文化共生の
ためのアンケートを会員等へ実施

●課題
国際交流会員の高齢化
事業のマンネリ化

C

●取組方針
「世界の文化を知ろ
う」、English Caféを開
催する
・町民への協会PRとして
協会会報を全行政区へ回
覧配布を実施 C

●現状（実績）・効果
○指導室
・ＡＬＴを全小中学校へ配置し，外
国語活動・外国語の授業の充実に貢
献した。ＡＬＴ研修会を実施し，今
日の外国語教育について確認した
り，実践演習をしたりした。

●課題
・外国語教育についてのさらなる理
解

●取組方針
○指導室
・町内中学生の米国・
スーペリア市への派遣

●現状（実績）・効果
○指導室
・ＡＬＴを全小中学校へ配置し，外
国語活動・外国語の授業の充実に貢
献した。ＡＬＴ研修会を実施し，今
日の外国語教育について確認した
り，実践演習をしたりした。

●課題
・外国語教育についてのさらなる理
解

C

●取組方針
○指導室
・ALTの全校配置
・ALT研修会の実施

C

1 3 12
国際交流の
促進

■男女がともに参加する幅広
い交流を進めるため、国際交
流活動の充実を図ります。
・外国語講座や交流の集いの
開催等
・友好都市交流（中国柳州
市）
・姉妹都市交流（アメリカ
ウィスコンシン州スーペリア
市）

◎町民活動
課
●国際交流
協会

●現状（実績）
◎町民活動課
コロナにより事業は中止.
姉妹都市[米国スーペリア市]高校生
とのバーチャルミーティング（霞ヶ
浦高校グローバルスタディーズクラ
ブ9名：日本時間3/22開催）

●課題
姉妹都市・友好都市使節団受入れ時
のホームステイ先の確保

C

●取組方針
・外国人との交流会の開
催
「国際親善花見会」、
「ウォーキング２回」
・姉妹都市［米国スーペ
リア市］への使節団派遣
・友好都市［中国柳州
市］からの使節団受入れ

●現状（実績）
・「ウォーキング1回」（13人）
・柳州市主催の「友好交流都市少年
児童絵画展に応募」（6人）
・姉妹・友好都市写真展の開催（中
央公民館・かすみ公民館・本郷ふれ
あいセンター）
コロナによりその他の事業は中止

●課題
コロナが収束した後の姉妹都市・友
好都市使節団受入れ時のホームステ
イ先の確保

C

●取組方針
・外国人との交流会の開
催
「国際親善花見会」、
「ウォーキング」
・友好都市［中国柳州
市］への使節団派遣
・姉妹都市［米国スーペ
リア市］からの使節団受
入れ
※リモートミーティング
も検討中

C C

1 3 13
コミュニ
ティの推進

■地域に暮らす外国人が安心
して暮らせるように、外国語
による生活情報やイベント情
報の提供や日本語教室等を開
催し、多文化共生社会の実現
を目指します。
・情報提供
・日本語教室の開催

◎町民活動
課
●国際交流
協会

●現状（実績）
◎町民活動課
・「日本語教室」の開催、後期20
回：10人前後
・「日本語講師養成講座」の開催、
5回：4人

●課題
生徒数・講師の減少

C

●取組方針
・「日本語教室」の開
催、前後期各10人前後
・「日本語講師養成講
座」の開催

●現状（実績）
・「日本語教室」の開催、前期30
回・後期26回10人前後の参加
・日本語講師養成講座は募集した
が、コロナにより中止

●課題
生徒数・講師の減少

C

●取組方針
・「日本語教室」の開
催、前後期各10人前後
・日本語講師スキルアッ
プ講座の開催
・町内在住外国人サロン
(仮)

C C

CC1 3 11
多文化理解
の推進

■国際理解講座、語学講座の
開催、及び海外情報の提供
や、多文化の相互理解を図る
教育により、多文化理解を進
めます。
・外国文化にふれよう、世界
の文化を知ろう等の国際理解
講座の開催
・児童生徒の実態や地域の特
性を生かし、教科、道徳、特
別活動、総合的な学習の時間
との連携を図った国際理解教
育の充実
・中学生の海外派遣事業

◎町民活動
課
指導室
●国際交流
協会
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阿見町第3次男女共同参画プラン　施策別入力シート(令和3年度進捗・実績・自己評価、令和4年度計画)

３年度
推進
会議
評価

令和３年度計画
令和３年度進捗・実績

（現状と課題）

３年度
自己
評価

令和４年度計画 ヒアリングポイント

３年度
ヒアリ
ング
評価

令和２年度進捗・実績
（現状と課題）

２年度
最終
総合
評価

基
本
目
標

施
策
方
向

番
号

施策名 具体的内容

担当（主・従）
◎：主課
○なし：従課
●：協力団体

●現状（実績）・効果
◎町民活動課／男女共同参画セン
ター
・町民講座は会場としていた公民館
の閉館等により全中止
・講演会1回(定員30人限定+新規に
後日ユーチューブ動画配信1か月間
対応)

●課題
コロナ禍の中での事業推進策の工夫

●取組方針
◎町民活動課/男女共同参
画センター
・新しい生活スタイルに
対応して学習の場を提供
する（会場に合わせた参
加人数の制限等の対
応）。

●現状（実績）・効果
◎町民活動課／男女共同参画セン
ター
・町民講座の開催　2回　参加者延
22人（テーマ：災害6/19　10人、工
場見学　中止、女性の健康11/20
12人）
・講演会　1回(後日ユーチューブ動
画限定配信配信　配信数：53件)

●課題
コロナ禍での事業推進の工夫

C

●取組方針
◎町民活動課/男女共同参
画センター
・今後も様々な媒体を活
用し、周知を行い、時機
に応じた講座や講演会を
実施する。 C

●現状（実績）・効果
○生涯学習課
・新型コロナウイルス感染症の感染
拡大予防の観点から人権教育講演会
を中止した。
　対応策として3月14日に子育てを
テーマにした少人数での講演会を実
施した。

●課題
人権が尊重される社会づくりに向
け，講演会の開催等をとおして，町
民に人権に関する知的理解と人権感
覚を身につけていただけるよう啓発
するとともに，男女の人権・平等意
識を醸成する。

●取組方針
○生涯学習課
・人権教育講演会

●現状（実績）・効果
○生涯学習課
・新型コロナウイルス感染症の感染
拡大予防の観点から参加人数を制限
して人権教育講演会「心のバリアを
はずして」（講師：中野佐世子氏）
を実施（46人参加）。また，動画配
信での人権教育講演会「スマホ世代
の子どもとどう向き合うか」（講
師：石川結貴氏）を3月に実施予
定。

●課題
人権が尊重される社会づくりに向
け，講演会の開催等をとおして，町
民に人権に関する知的理解と人権感
覚を身につけていただけるよう啓発
するとともに，男女の人権・平等意
識を醸成する。

Ｃ

●取組方針
○生涯学習課
・人権教育講演会

B

1 4 15

男女平等に
関する法律
や制度の普
及

■男女共同参画社会基本法、
女性差別撤廃条約、男女雇用
機会均等法等、男女平等に関
する法律や制度の普及を図り
ます。また、そのために各種
教材の有効な活用を図りま
す。

◎町民活動
課

●現状（実績）・効果
◎町民活動課／男女共同参画セン
ター
・関係資料収集整理し、センター常
設掲示スペースに掲示した。また、
パネル展開催時を利用して掲示、資
料を配布した。

●課題
コロナ禍の中での事業推進策の工夫

D

●取組方針
◎町民活動課/男女共同参
画センター
・新しい情報の収集整
理、啓発活動、学習の場
を提供する。

●現状（実績）・効果
◎町民活動課／男女共同参画セン
ター
・関係資料収集整理し、センター常
設掲示スペースに掲示した。また、
パネル展開催時を利用して掲示、資
料を配布した。
・国の制度に関する情報を町ホーム
ページやセンターだよりに掲載し
た。

●課題
コロナ禍での事業推進の工夫

C

●取組方針
◎町民活動課/男女共同参
画センター
・引き続き各情報の収集
整理、啓発活動、学習の
場を提供する。

C C

B

◎町民活動
課
生涯学習課
●各種団体

C1 4 14

男女の人
権・平等意
識を形成す
る講座等の
開催

■子ども・障害者・高齢者を
含めた幅広い世代間の人権問
題に取り組みながら男女の人
権平等意識の形成に向けた取
り組みを推進します。
・男女共同参画社会推進のた
めの講演会及び講座の開催
・公民館等の講座の開催

7



３年度
推進
会議
評価

令和３年度計画
令和３年度進捗・実績

（現状と課題）

３年度
自己
評価

令和４年度計画 ヒアリングポイント

３年度
ヒアリ
ング
評価

令和２年度進捗・実績
（現状と課題）

２年度
最終
総合
評価

基
本
目
標

施
策
方
向

番
号

施策名 具体的内容

担当（主・従）
◎：主課
○なし：従課
●：協力団体

●現状（実績）・効果
◎町民活動課／男女共同参画セン
ター
・町民講座は会場としていた公民館
の閉館等により全中止
・講演会1回(定員30人限定+新規に
後日ユーチューブ動画配信1か月間
対応)

●課題
コロナ禍の中での事業推進策の工夫

●取組方針
◎町民活動課/男女共同参
画センター
・コロナ禍に対応した、
学習の場を提供する（密
集回避へ配慮して実
施）。

●現状（実績）・効果
◎町民活動課／男女共同参画セン
ター
・町民講座の開催　2回　参加者延
22人（テーマ：災害6/19　10人、工
場見学　中止、女性の健康11/20
12人）
・講演会　1回(後日ユーチューブ動
画限定配信配信　配信数：53件)

●課題
コロナ禍の中での事業推進策の工夫
参加しやすい日程の検討

C

●取組方針
◎町民活動課／男女共同
参画センター
・今後も様々な媒体を活
用し、周知を行い、時機
に応じた講座や講演会を
実施する。

C

●現状（実績）・効果
◎秘書広聴課
・常設相談窓口設置　相談件数計
132件、お見合い紹介10件(令和3年2
末現在)
・全イベントは中止。その代替え策
として12月から出張相談会を実施
全15回計画したが会場とした公民館
の閉館等から6回の実施となった。
相談件数計7件

●取組方針
◎秘書広聴課
・常設相談窓口設置
・ミニお見合いパー
ティー
・結婚支援出張相談会

●現状（実績）・効果
◎秘書広聴課
・常設相談窓口設置　相談件数計
129件、お見合い紹介10件(令和4年2
末現在)
・10月にミニお見合いパーティーを
実施し、3組のカップルが成立。
・2月から出張相談会を実施（全10
回計画したが会場とした公民館の閉
館等から4回の実施となった）。相
談件数計4件

C

●取組方針
◎秘書広聴課
・常設相談窓口設置
・ミニお見合いパー
ティー
・結婚支援出張相談会 C

1 4 17

男女共同参
画センター
の充実
（新規）

■男女共同参画センターは、
男女共同参画社会実現に関す
るさまざまな施策を積極的に
展開し、町民、団体および事
業者の主体的な活動を支援し
ます。
■情報収集、学習、調査研
究、相談事業の実施および関
係機関、施設との連携を図
り、町民の幅広い自主的な活
動をあらゆる面において支援
し、また施策を推進する中核
施設となるよう男女共同参画
センターを充実させます。

◎町民活動
課
●各種団体

●現状（実績）・効果
◎町民活動課／男女共同参画セン
ター
・センター運営協議会の意見提案等
を受けながら、男女共同参画指導員
を中心に事業計画をしたが、コロナ
禍で実施が制限された。
・センター運営協議会会議4回(うち
書面形式会議1回)
・町民講座　全中止
・パネル展2回、来場者計187人
・センターだより発行3回
・出前講座(町民活動団体との協働)
3回 各回定員30人として実施、参加
者計87人
・町民活動団体への支援・連携
町民活動団体と協働で出前講座を実
施、会議場所の無償提供、各種情報
提供等

●課題
・町民講座への参加者の固定化
・出前講座の認知度向上

D

●取組方針
◎町民活動課/男女共同参
画センター
・男女共同参画センター
運営協議会を有効に機能
させてセンターの機能や
事業の充実を図る。
・町民講座については、
年齢層や性別等対象を
絞ったテーマや内容を検
討して実施する。
・出前講座のPRとして新
たに小中学校PTA等にも紹
介して利用拡大につなげ
る。

●現状（実績）・効果
◎町民活動課／男女共同参画セン
ター
・センター運営協議会の意見提案等
を受けながら、男女共同参画指導員
を中心に事業計画をしたが、コロナ
禍で実施が制限された。
・センター運営協議会会議3回(うち
書面形式会議1回)
・町民講座　2回
・パネル展2回、来場者計192人
・センターだより発行2回
・町民活動団体への支援・連携
　・出前講座(町民活動団体との協
働)
  開催なし
　・会議場所の無償提供
　・各種情報提供等

●課題
・コロナ禍での事業推進の工夫

C

●取組方針
◎町民活動課/男女共同参
画センター
・男女共同参画センター
運営協議会を有効に機能
させてセンターの機能や
事業の充実を図る。
・町民講座については、
内容のみならず、テーマ
に合った参加者が受講で
きるよう、開催日程を検
討する。 C C

1 4 18

多様な広報
媒体による
広報・啓発
の充実

■パンフレットやビデオ、イ
ンターネット等の多様な媒体
を通じ、あらゆる世代・立場
の町民に対して男女共同参画
社会やジェンダー、女性の政
策・方針決定過程への参画等
についての啓発を進めます。
・情報誌の発行
・広報紙の活用

◎町民活動
課
●各種団体

●現状（実績）・効果
◎町民活動課／男女共同参画セン
ター
・広報あみ、ＨＰ掲載2回
・センターだより発行3回
・パネル展2回、来場者計187人)
・講演会　1回(定員30人＋新規に後
日ユーチューブ動画配信1か月間対
応)

D

取組方針
◎町民活動課／男女共同
参画センター
・広報媒体やパネル展等
での継続した啓発活動

●現状（実績）・効果
◎町民活動課／男女共同参画セン
ター
・広報あみ、ＨＰ掲載2回
・センターだより発行2回
・パネル展2回、来場者計192人
・講演会　1回(後日ユーチューブ動
画限定配信配信　配信数：53件)

●課題
効果的に周知していく必要がある。

C

●取組方針
◎町民活動課／男女共同
参画センター
・動画配信やHP等による
啓発活動の拡大により、
町民に幅広く情報提供す
る。 C C

CD1

◎町民活動
課
◎秘書広聴
課

■男女共同参画への関心を高
める講演会を開催し、参画意
識の高揚を図ります。
・男女共同参画講座等の実施
・婚活事業の実施

男女共同参
画への関心
を高める事
業等の開催
（新規）

164
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阿見町第3次男女共同参画プラン　施策別入力シート(令和3年度進捗・実績・自己評価、令和4年度計画)

３年度
推進
会議
評価

令和３年度計画
令和３年度進捗・実績

（現状と課題）

３年度
自己
評価

令和４年度計画 ヒアリングポイント

３年度
ヒアリ
ング
評価

令和２年度進捗・実績
（現状と課題）

２年度
最終
総合
評価

基
本
目
標

施
策
方
向

番
号

施策名 具体的内容

担当（主・従）
◎：主課
○なし：従課
●：協力団体

1 4 19

男女平等に
関する町民
意識や実態
調査の実施

■男女平等に関する町民の意
識や実態を調査分析し、女性
施策推進のための資料として
活用します。
・町民意識調査の実施
・職員意識調査の実施
・事業所調査の実施

◎町民活動
課
●各種団体

●現状（実績）・効果
◎町民活動課
・町民意識調査を12月に実施　1回
(町民無作為抽出2,000人に郵送、回
収率46.3％)、集計・分析は次年
度。
・令和元年度に実施した小中学生意
識調査結果報告書の概要をセンター
だより臨時号を発行して広く町民に
報告した。

C

●取組方針
◎町民活動課／男女共同
参画センター
・令和2年度に実施した町
民意識調査を集計、分析
して第4次男女共同参画プ
ラン策定に反映させる。

●現状（実績）・効果
◎町民活動課
・町の現状と町民意識調査をもと
に、町男女共同参画社会推進会議の
審議を経て第4次男女共同参画プラ
ン（令和4年度～令和8年度）を策定
した。

C

●取組方針
◎町民活動課／男女共同
参画センター
・町民団体と協働し、小
中学生意識調査を実施
し、結果を集計・分析す
る。

C C

1 4 20

男女共同参
画社会に関
する情報の
収集・整
理・提供

■国内外の男女共同参画社会
に関する資料や情報を収集・
整理し、広報あみや町のホー
ムページ等、様々な媒体を利
用して町民に積極的に提供し
ます。

◎町民活動
課
関係各課

●現状（実績）・効果
◎町民活動課／男女共同参画セン
ター
・広報あみ、ＨＰ掲載2回
・センターだより発行3回
・パネル展2回、来場者計187人)
・関係資料収集整理し、センター常
設掲示スペースに掲示するととも
に、パネル展開催時を利用して掲
示、資料を配布した。

C

●取組方針
◎町民活動課/男女共同参
画センター
・新しい情報の収集、整
理し、広報媒体の利用や
チラシ等を作成して町民
等へ提供する。

●現状（実績）・効果
◎町民活動課／男女共同参画セン
ター
・広報あみ、ＨＰ掲載2回
・センターだより発行2回
・パネル展2回、来場者計192人
・関係資料収集整理し、センター常
設掲示スペースに掲示するととも
に、パネル展開催時を利用して掲
示、資料を配布した。

●課題
効果的に周知していく必要がある。

C

●取組方針
◎町民活動課／男女共同
参画センター
・HP等による啓発活動の
拡大により、町民に幅広
く情報提供する。

C C

●現状（実績）・効果
◎生涯学習課
・文化協会の支援　40団体
　文化協会補助金　765,000円
　文化協会年間行事については新型
コロナウイルス感染症予防のためす
べて中止となったが、協会広報紙の
発行等の活動は行った。
・文化芸術振興審議会　2回
・文化芸術振興基本方針進行管理

●課題
・文化協会団体登録の周知，新しい
生活様式に対応した年間行事の開催
・文化芸術振興審議会委員から頂く
意見の男女共同参画視点への活用

●取組方針
◎生涯学習課
・文化協会の支援
　文化協会補助金
　各種年間行事開催への
支援
・文化芸術振興審議会
・文化芸術振興基本方針
の進行管理

●現状（実績）・効果
◎生涯学習課
・文化協会の支援　37団体
　文化協会補助金　765,000円
　文化協会年間行事については新型
コロナウイルス感染予防のため、5
月の舞踊発表会のみとなったが、協
会報の発行は行った。
・文化芸術振興審議会　2回
・文化芸術振興基本方針進行管理

●課題
・文化協会団体登録の周知，感染予
防を行った上でのイベント開催ノウ
ハウ蓄積や開催方法の多様化
・文化芸術振興審議会委員から頂く
意見の男女共同参画視点への活用

C

●取組方針
◎生涯学習課
・文化協会の支援
　文化協会補助金
　各種年間行事開催への
支援
・文化芸術振興審議会
・文化芸術振興基本方針
の進行管理

C

●現状（実績）・効果
◎商工観光課
・令和２年度のまつり開催は中止の
決定となったが、まいあみまつり実
行委員会においては、女性委員に積
極的に参画してもらった。
役員全体（執行部役員含む）44人、
内女性17人
・観光プロデュース推進事業におい
て、女性委員にも積極的に参画して
もらった。（10名中女性3人）

●課題
・継続した取組みが必要。

●取組方針
◎商工観光課
・まいあみまつり実行委
員会において、女性委員
にも積極的に参画してい
ただき、企画運営してい
く予定。
・観光プロデュース推進
事業においても、女性委
員にも積極的に参画して
頂く予定。（10名中女性3
人の予定）

●現状（実績）・効果
◎商工観光課
・令和３年度のまつり開催は中止の
決定となったが、まいあみまつり実
行委員会においては、女性委員に積
極的に参画してもらった。
役員全体（執行部役員含む）44人、
内女性15人
・観光プロデュース推進事業におい
て、女性委員にも積極的に参画して
もらった。（10名中女性3人）

●課題
・継続した取組みが必要。

C

●取組方針
◎商工観光課
・まいあみまつり実行委
員会において、女性委員
にも積極的に参画してい
ただき、企画運営してい
く予定。

C

CC1 4 21

まちづく
り・観光・
文化の推進
等に男女共
同参画視点
を生かす

■まちづくりや観光・文化な
ど多様な行政事業に男女共同
の視点を生かします。
・町文化協会の支援
・文化芸術振興条例の策定
・観光協会の支援

◎生涯学習
課
◎商工観光
課
●商工会
●各種団体
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